
ヨ
シ

ヨ
シ
ジ
マ
商
用
島

石
川
部
大
誌
の

門
の
小
字
。

一

ヨ
シ
ジ
マ
モ
ト
ヤ
マ
イ
シ

吉
島
元
山
石

割引咋一

組
一制
加
小
字
奇
心
元
山
か
ら
琵
寸
る
石
材
。
卸
行
安

一

山
岩
で
、
動
版
色
有
法
中
に
虫
色

χ
は
白
色
小
斑
助

一

を
有
L
、
銃
粗
踏
で
あ
る
。

一

ヨ
シ
ダ

吉

田

石

川

郡
吉
川
相
即
応
山
内
の
小
字。

一

ヨ
シ
ダ
吉
田

勿
咋
川
抑
水
北
庄
に
印
刷
す
る
郎

一

古
川
。
明
治
中
に
計
っ
て
、
南
青
山
と
改
め
た
。

一

ヨ
シ
ダ

吉

田

刑
制
咋
抑
制
松
圧
に
臨
す
る
部
前
。

一

明
治
中
に
ず
一
り
北
苦
悩
と
改
め
た
。
永
椴
十
三
年
六

一

且
十
二
日
山
山
山
義
胤
の
判
訟
に
、『
則
松
音
山
之
内
三

一

千
疋
施
行
候。
』
と
見
え
る
。

一

ヨ
シ
ダ

吉
田

腿
応
郡
吉
川
保
に
闘
す
る
部
古
川
。

一

ヨ
シ
ダ
ア
ツ
モ
チ

吉
図
暖
茂
茂
れ
の
子
。
幼

一

名
七
郎
、
後
丸
兵
衛
。
御
持
弓
削
・彼
御
別
人
・御
近

一

割
御
用
・御
用
一
入
に

Mm
任
し
た
。
除
初
め
六
百
五
十
-

石
で
あ
っ
た
が
、
天
明
五
年
十

一
且
百
石
を
加
へ
、

一

七
年
五
且
三
日
間
十
九
肢
を
以
て
残
し
た
。

一

ヨ
シ
ダ
イ
オ
リ

吉
田
伊
織

父
は
V
A
左
術
門
直

一

元
。
前
川
利
"品
に
召
附
さ
れ
て
千
石
を
賜
は

o、
能

一

州
樹
脂
中
行

・
足
腕
…肌
を
勤
め
、
後間阻
M
M
十
年
利
長
に

一

白
山
に
附
殺
し
、
十
七
年
金
械
に
越
さ
れ
、
見
永
巾

一

能
業

・
江
泊
の
御
山
奉
行
と
な
っ
た
。
そ
の
長
見
似

一

左
衛
門
は
山内山
山
滞
阻
と
し
て
七
行
一自キ一
鮒
し
、
二
興

一

促
右
衛
門
は
前
川
利
品
川
に
仕
へ
て
新
知
・
加
仙
川
県
七

一

首
石
そ
脇
付
。
、一
ニm
坊
は
生
駒
孫
助
と
秘
し
て
松
平

一

越
中
守
に
仕
へ
た
。

一

ヨ
シ
ダ
イ
チ
ザ
エ
モ
ン

吉
田
市
左
衛
門
前
川

一

利
践
に
仕
へ
て
百
出
十
石
を
領
し
た
。
子
係
滞
に
悦

一

段
す
る
。

一

ヨ
シ
ダ
ウ
ル
シ
ジ
マ

吉
田
添
島

石
川
郡
山
島

一

郷
に
関
す
る
部
町
問
。
郷
村
名
器
抄
に
、青
山
村
・
裕
均

一

村
ニ
ヶ
村
に
糾

へ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
正
保

-m文
・
一

ヨ
シ
ダ
カ
h
M
モ
ト

吉
国
方
本

平
兵
衛
と
都
し
、

茂
方
の
次
予
で
あ
る
。
初
は
元
方
と
も
方
一苅
と
も
い

う
た。

山
城
山
科
に
位
し
た
が
、
院
長
十
七
年
前
悶

利
H
K
に
刊

へ
て
三
肖
石
を
似
は
り
、
大
坂
官
付
役
に
天

ヨ
寺
口
木
川
で
前
一
つ
を
彼
た
。
兄
茂
武

・
弟
茂
氏

と
俗
に
射
惑
を
究
め
、
加
に
m
即
物
の
一
仰
を
側
め
、

元
利
九
年
「
止
月
廿
四
日
凶
J
1

一
段
に
て
夜
。
子
孫
品
川

悦
滞
に
竹
へ

る。

ヨ
シ
ダ
ガ

ハ

吉
田
川

出
印
刷
翻
戸
術
総
，
木
年

よ
り
山
で
、
部
下
銅
山
で
二
宮
川
に
古川
合
ふ
。
流
山
怯
問

C

』、10
F
t
 

ヨ
シ
ダ
キ
ヨ
マ
ザ
百
四
国
清
正

活
桝
内
服
。
前

m利
引山
に
仕
へ
て
一
市
首
石
を
交
け
、
同
治
二
年
間
番

に
任
じ
、
見
文
一
二
年
授
。

子
孫
悦
止
措
附
に
仕
へ
る
。

ヨ
シ
h
F
ケ

吉

竹

能

尖
仰
商
代
郷
に
出
す
る
邸

前
。
隊
・忠
明
日
銀
文
明
十
九
年
五
且

H
一
日
に
、
『
上

来
降
領
自
州
吉
武
村
倣
賂
四
郎
被
官
人
浅
見
迩
凱
、

自
清
家
訴
之
。
』
と
あ
り
、
又
永
除
去
年
四
且
の
文
部

に
、
従
来
西
部
某
の
知
行
分
で
あ
っ
た
育
武
村
を
子

釧
あ
っ
て
恐
附
の
御
料
加
に
し
た
と
も
見
え
る
。
こ

れ
ら
の
吉
武
は
今
の
吉
竹
で
あ
ら
う
。

ヨ
シ
h
F
ケ

吉

武

J
ヨ
シ
タ
ケ
青
竹
。

ヨ
シ
ダ
シ
ゲ
ウ
ジ
吉
田
茂

氏

幼

名
合
力
、
後

ド日
平
の
一
品
辻
帳
に
付
吉
川押
即
時
村
に
な
っ
て
居
る
と

あ
る
。
邑
併
に
、
前
記
吉
川
村
は
初
め
紳
閉
村
と
唱

へ
た
が
、
手
取
川
汎
艦
に
よ
っ
て
流
失
し、

復
興
の

後
名
を
殴
め
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
て
ゐ
る
。

ヨ
シ
ダ
カ
ズ
ノ
リ

吉
田
員
徳

迎
総
八
一
向
助
・八

右
衛
門
。
天
明
五
年
御
細
工
者
小
町
と
し
て
新
知
八

J
l
石
狩
焚
け
、
見
政
二
年
組
外
に
列
し
て
二
十
石
を

加
へ
、
平
和
三
年
五
十
石
を
明
L
、
文
化
七
年
九
且

九
日

κ十
九
肢
を
以
て
夜
。
子
係
樹
桝
嗣
い
で
滞
に
仕

へ
る
。

ヨ
シ
ダ
シ
ゲ
キ
ヨ
吉
固
定
清

遇
制
栴
左
近
・左
太

一

夫
。
茂
勝
の
子
。
武
文
四
年
父
の
辿
知
六
百
五
十
石

一

を
製
ぎ
、
十
年
十
二
且
御
先
弓
顕
粂
御
射
手
阪
に
任

一

じ
、
天
和
二
年
九
且
御
持
弓
一郎
に
籾
じ
、
正
徳一
兆
年

一

回
且
什
六
日
七
十
二
肢
を
以
て
残
し
た
。

一

ヨ
シ
ダ
シ
ゲ
ザ
ネ

吉

田
茂
賀

茂
陸
の
子
。
幼
一

名
大
力
、
後
椴
佐
・
左
太
夫
。
験
六
百
五
十
石
。
御
大

一

小
静

・
御
先
弓
聞
と
な
り
、
貸出町
十
年
正
且
十
八
日

一

六
十
践
を
以
て
裂
し
た
。

ヨ
シ
ダ
シ
ゲ
カ

ズ

吉

田
茂
和

辺
都
左
門
。
茂

直
の
子
。
延
世
六
年
父
の
職
五
百
五
十
有
を
製
ぎ
、

天
和
二
年
先
弓
顕
と
な
り
、
元
総
十
四
年
射
手
抜
前

に
進
み
、
資・一永
五
年
授
。

茂
利
笛
て
一

日
瓜
矢
を
試

み
、
矢
の
食
す
る
所
と
な
っ
た
。

ヨ
シ
ダ
シ
ゲ
カ
ツ
吉
田
茂
勝

週間柄
升
右
衛
門
・

右
術
門

・
椴
佐

・
小
左
近
。
茂
武
の
嫡
男
。
前
川
利

時
間
に
仕
へ
て
新
知
二
百
五
十
石
を
受
け
、
V
〈
の
残
後

そ
の
臓
の
巾
四
百
石
を
加
へ
て
六
百
一
泊
十
石
と
な
っ

た
。
茂
勝
家
越
の
射
術
に
長
じ
、
見
京
中
=
一
十
三
凶

常
に
試
み
た
矢
敏
は
一
時
川
県
段
と
和
世
ら
れ
、
股
先

弓
聞
と
な
り
、
射
手
顕
を
策
ね
、見
文
四
年
残
し
た
。

大
刊
紙
又
は
大
内
山
相
と
抑
制
し
た
。

左
近
右
衛
門
茂
方
の

三
子
。
初
め
笛
自
信
高
に
仕
へ
た
が
、
関
長
の
宋
前

凹
利
慌
に
来
り
、
四
百
石
を
賜
は
っ
て
射
手
探
に
任

じ
、
大
坂
役
に
従
軍
し
て
功
を
女
て
、
漸
次
培
職
し

て
千
四
百
石
と
な
り
、
一
止
保
元
年
正
月

H
一
日

V-J-

七
磁
を
以
て
夜
し
た
。
茂
氏
容
貌
魁
岸
、
元

和

立

永
の
間
三
十
一一一
間
堂
に
沼
矢
を
試
み
る
』
」
と
前
後
七

次
、
射
前
却
を
究
臨
惜し
て
H
A
の
名
天
下
に
綿
せ
ら
れ
、

脱
し
て
大
賊
振
と
畳
一口
う
た
o
子
左
路
助
茂
制
見
永
十

丸
年
交
に
先
だ
ち
二
十
七
践
を

以
て
早
附
し
た
の

で
、
茂
氏
之
を
悲
し
ん
で
縫
嗣
酬
を
鐙
か
ず
。
お
に
家

断
絶
し
た
。

八
九
七

ヨ
シ
ダ
シ
ゲ
生
ケ
吉
固
定
武

遇
制
柑
椛
之
助

・

左
近
o
初
め
以
隠
努
次
に
仕
へ
て
射
子
…闘
で
あ
っ
た

が
、
腿
旧
民
元
年
前
川
利
旧
民
に
来
附
L
、
五
百
石
を
受

け
、
大
坂官
汁
役
に
首
紘
一
を
問
問
、
後
足
腰
聞
と
な
っ

た
。
到
永
六
年
授
。
茂
武
の
父
は
近
江
の
入
で
、
左

近
右
衛
門
茂
方
と
い
ひ
、
山円
四
阻
秀
吉
に
付
へ

、
入
道

の
後
木
及
と
脱
し
た
。
=
一
子
茂
武
・方
木
・茂
氏
山
ぴ

に
射
を
活
く
し
て
加
賀
滞
に
仕
へ

、
茂
武
・
方
本
の

家
は
子
孫
相
間
関
ぎ
、
茂
氏
は
嗣
な
く
し
て
絶
え
た
。

ヨ
シ
ダ
シ
ゲ
ツ
ナ

吉
田
茂
綱

沼
紛
左
瓜
助。

茂
氏
の
子
。
年
十
四
に
し
て
三
十
三
間
堂
の
泊
矢
を

試
み
た
。
後
侠
に
品
目
う
た
が
、
父
は
向
弓
術
の
線
討

を
弧
ひ
た
お
時
へ
ず
し
て
裂
し
た
。
昨
に
覧
永
十
九

年
、
附』
H
七
。

ヨ
シ
ダ
シ
ゲ
ナ
ホ

吉
田
茂
直

週
初
忠
左
衛
門
o

nは
池
川
兵
助
の
子
。

前

m利
市
町
命
に
よ
っ
て
佼

武
の
益
子
と
な
り
、
品料
加
納
M
h
に
五
有
五
十
石
宇
一戸且

け
、
後
園
田
中
旬
甲
車
じ
て
叔
(
久
茂
氏
の
女
を
祭
。
、
茂
氏

の
射
術
を
皆
川
抑
し
た
。
似
体
旧
二
年
御
先
弓
削
に
任

じ
、
阪
安
二
年
御
射
手
順
と
な
り
、
延
氏
六
年
間
四

月
授
、
平
年
七
イ
五
。

ヨ
シ
ダ
シ
ゲ
ノ
リ

吉
田
定
存

沼
併
存
兵
衛。

蛮
磁
の
子
0

・れ
は
茂
治
の
二
男
。
震
保
山
後
を
受
け

て
五
百
石
を
受
付
、
御
先
弓
閉山

・
御
持
弓
一
肌
に
限
任

L
、延
日
午
元
年
五
月
二
日
七
十
七
段
を

U
て
残
し
た。

ヨ
シ
ダ
シ
ゲ
ハ
ル

吉
田
重
猿

元
茂
の
子
。
泊

群
三
郎
・助
右
衛
門
・左
近
右
衛
門
。
元
株
五
年
父
の

治
知
一
出
荷
石
在
日
ヱ
け
、
W
H
M
川
六
年
正
且
」
1
日
J

ハイ
三

放
を
以
て
夜
し
た
。

ヨ
シ
ダ
シ
ゲ
マ
サ
吉
田
茂
雄

泊
総
武
十
郎
・彦

兵
衛
・大
武
・忠
左
衛
門
。
父
は
忠
左
衛
門
夜
承
。
延

平
二
年
辿
知
五
百
石
を
問
問
ぎ
、
質
問
イ
年
先
弓
聞
に

任
じ
、
家
制
担
を
M
W

へ
て
射
に
精
し
か
っ
た
。
安
永
五


